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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 622,789 566,574 4,242,090

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△163,076 △93,212 381,440

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△96,796 △55,772 215,815

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△101,738 △52,499　 212,567

純資産額（千円） 3,401,060 3,583,867 3,675,866

総資産額（千円） 4,780,510 4,925,876 5,075,874

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△1,225.27 △705.98 2,731.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 71.1 72.8 72.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第48期第１四半期連結累計期間及び第49期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失を計上しており、また、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。第48期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

４．第48期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主

要な関係会社における異動もありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社ＯＤＫソリューションズ(E05679)

四半期報告書

 2/15



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

　(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から、先行きの不透明感を払拭できており

ません。企業の設備過剰感は大手製造業を中心に緩和されつつありますが、情報サービス業界におきましては、企業

のＩＴ投資が未だ低調に推移しており、平成20年９月以降、減収状況が継続しております。〔経済産業省 特定サー

ビス産業動態統計（平成23年５月分確報）より〕

　当第１四半期連結累計期間は、前年度の貸借情報システム開発売上の剥落等により、売上高は566,574千円（前年

同四半期比 9.0%減）となりました。内製化促進等の費用削減に取組んだ結果、損失幅は縮小したものの、営業損失

は127,423千円（前年同四半期は営業損失198,267千円）、経常損失は93,212千円（前年同四半期は経常損失

163,076千円）、四半期純損失は55,772千円（前年同四半期は四半期純損失96,796千円）となりました。

　なお、当社グループの事業は、大学入試業務等をはじめとした売上高及び利益が第４四半期連結会計期間に急増す

るといった特性があります。このため、第１四半期連結累計期間の売上高及び利益共に、他の四半期に比べ極めて低

い水準にとどまり、損失計上を余儀なくされる傾向にあります。

　

　売上高の内訳は、次のとおりであります。

　なお、当社グループは、単一セグメントであるため、セグメント毎の記載に代えて、サービス別の内訳を記載してお

ります。

＜システム運用＞

　主に、顧客証券会社の経営統合や証券決済業務の統一清算機関への移管等によって運用手数料が減少したため、

501,344千円（前年同四半期比 5.8%減）となりました。

＜システム開発及び保守＞

　システム統合開発や株主名簿管理人業務承継対応等の売上計上がありましたが、前年度の貸借情報システム開

発売上剥落等により、60,137千円（同 23.5%減）となりました。

＜機械販売＞

　機器保守料等、定例的な売上計上にとどまったため、5,092千円（同 56.6%減）となりました。

　(2）資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて149,998千円減の4,925,876千円となりまし

た。これは主に売上債権の減少によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比べて57,998千円減の1,342,009千円となりました。これは主に未払法人税等の減少

によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて91,999千円減の3,583,867千円となりました。これは主に利益剰余金の減少

によるものであります。

　(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　(4）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）
普通株式 328,000

計 328,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 82,000 82,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）

単元株制度は採用して
おりません。

計 82,000 82,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 82,000 ― 637,200 ― 607,200

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式  　　3,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　　79,000 79,000 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 82,000 － －

総株主の議決権 － 79,000 －

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社ＯＤＫ

ソリューションズ　

大阪市中央区道修町

一丁目６番７号　
3,000 － 3,000 3.65

計 　－ 3,000 － 3,000 3.65

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　

(1）新任役員

　　　該当事項はありません。

(2）退任役員

　　　該当事項はありません。

(3）役職の異動

新役名　　　　　 新職名　 旧役名　　 旧職名　 氏名　 異動年月日　

常務取締役　

　　

証券システム部長

　
常務取締役　 東京支店長　 中庄谷　一正

平成23年６月30日　

　　

常務取締役　

　　

教育システム部長

　
常務取締役　

証券システム部長

　
奥地　定

平成23年６月30日　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,350,520 1,496,876

売掛金 1,280,258 716,526

仕掛品 17,660 156,414

繰延税金資産 76,464 137,480

その他 84,145 73,517

貸倒引当金 △7,570 △4,223

流動資産合計 2,801,478 2,576,592

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 155,302 147,700

工具、器具及び備品（純額） 90,206 81,963

リース資産（純額） 79,165 72,292

建設仮勘定 － 2,206

有形固定資産合計 324,675 304,162

無形固定資産

のれん 133,812 129,757

ソフトウエア 177,148 167,246

リース資産 64,311 190,890

ソフトウエア仮勘定 － 5,821

その他 4,453 4,446

無形固定資産合計 379,726 498,163

投資その他の資産

投資有価証券 556,669 557,408

関係会社株式 500,000 500,000

繰延税金資産 282,007 263,544

差入保証金 182,939 182,931

その他 48,422 43,116

貸倒引当金 △46 △43

投資その他の資産合計 1,569,993 1,546,957

固定資産合計 2,274,395 2,349,283

資産合計 5,075,874 4,925,876
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 127,837 66,318

リース債務 52,182 122,513

未払金 13,086 18,832

未払費用 75,228 81,051

未払法人税等 114,375 3,278

賞与引当金 124,539 186,809

その他 99,959 68,552

流動負債合計 607,207 547,356

固定負債

リース債務 105,036 160,779

退職給付引当金 585,033 563,513

長期未払金 102,730 70,360

固定負債合計 792,799 794,652

負債合計 1,400,007 1,342,009

純資産の部

株主資本

資本金 637,200 637,200

資本剰余金 607,200 607,200

利益剰余金 2,517,802 2,422,529

自己株式 △72,300 △72,300

株主資本合計 3,689,902 3,594,629

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △14,035 △10,762

その他の包括利益累計額合計 △14,035 △10,762

純資産合計 3,675,866 3,583,867

負債純資産合計 5,075,874 4,925,876
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 622,789 566,574

売上原価 604,724 507,214

売上総利益 18,065 59,359

販売費及び一般管理費 216,333 186,783

営業損失（△） △198,267 △127,423

営業外収益

受取利息 889 293

受取配当金 35,101 35,075

その他 306 274

営業外収益合計 36,297 35,644

営業外費用

支払利息 1,104 1,432

その他 1 0

営業外費用合計 1,105 1,432

経常損失（△） △163,076 △93,212

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,882 －

特別利益合計 3,882 －

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,671 －

特別損失合計 2,671 －

税金等調整前四半期純損失（△） △161,865 △93,212

法人税、住民税及び事業税 2,360 5,113

法人税等調整額 △67,429 △42,553

法人税等合計 △65,068 △37,439

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △96,796 △55,772

四半期純損失（△） △96,796 △55,772
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △96,796 △55,772

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,941 3,272

その他の包括利益合計 △4,941 3,272

四半期包括利益 △101,738 △52,499

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △101,738 △52,499
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【継続企業の前提に関する事項】

  当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

  該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　当社グループの事業は、システム開発の売上計上が顧客の決算期である３月に集中するほか、学校法人向け情報

処理アウトソーシングを中心とするシステム運用売上も、第４四半期連結会計期間に急増するという特性があり

ます。このため、第１四半期連結累計期間の売上高は、他の四半期に比べ極めて低い水準にとどまる傾向にありま

す。 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 50,735千円 70,631千円

のれんの償却額 4,054千円 4,054千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 39,500 500平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

　 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 39,500 500平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（企業結合等関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）　

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △1,225円27銭 △705円98銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（△）（千円） △96,796 △55,772

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△96,796 △55,772

普通株式の期中平均株式数（千株） 79 79

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

  該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月５日

株式会社ＯＤＫソリューションズ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大西　俊哉　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仲　　昌彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＯＤＫソ

リューションズの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月

１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＯＤＫソリューションズ及び連結子会社の平成23年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれておりません。
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